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 ＯＯＯＯＳＳＳＳののののババババッッッッククククアアアアッッッッププププ＆＆＆＆リリリリスススストトトトアアアア
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ＯＯＯＯＳＳＳＳのののの丸丸丸丸ごごごごととととババババッッッッククククアアアアッッッッププププ＆＆＆＆リリリリスススストトトトアアアア

ＯＳの丸ごとバックアップ＆リストア

ＯＳのバックアップ

ＯＳのリストア

MBRの復旧
リストア後の設定

関連記事：PCノートにUbuntuその後

ＯＯＯＯＳＳＳＳののののババババッッッッククククアアアアッッッッププププ

knoppix 5.1.1 CD/DVDの partimageを使ったＨＨＨＨＤＤＤＤＤＤＤＤ丸丸丸丸ごごごごととととババババッッッッククククアアアアッッッッププププ＆＆＆＆リリリリスススストトトトアアアア方方方方法法法法を記す。(System
Rescue CDを使った方法も基本的に殆ど同じ。)

「Root Shell」を起動して作業前の準備をする。

# mkdir /mnt/back

# smbmount //マシン名 or IPアドレス/フォルダ /mnt/back -o username=ユーザ名

　または

# mount -t smbfs -o username=ユーザ名 //マシン名 or IPアドレス/フォルダ /mnt/back

※ネットワーク上のWindowsマシンのフォルダに対してもマウント可能なので、予めネットワーク共有させ
ておく。

一応、MBRのバックアップとパーティションテーブルのバックアップをする。

# dd if=/dev/hda of=/mnt/back/mbr.img count=63 bs=512　　　※ MBRのバックアップ

# sfdisk -d /dev/hda > /mnt/back/sfdisk.out　　　　　　　　※ パーティションテーブルのバックアップ

マウントの確認後、partimageを起動。

# partimage
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「Image file to create/use」にバックアップ先ファイル名と「Action to be done:」の「Save
partition into a new image file」に選択されているのを確認して「F5」キーで次へ。
オプション設定

ここは通常の場合、何もしなくて良いので「F5」キーで次へ。
保存ファイルのコメント
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保存ファイルのコメントを入れられるが、別に入れなくとも良い。

バックアップ元のディスク検査

しばらく時間が掛かる。

ディスク情報の表示
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内容確認の上、Enterキー。
バックアップ保存作業

バックアップ作業開始。2GBを超える場合、自動的に追番でファイルが作成される。
バックアップ保存完了
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複数のパーティションがある時は、この作業の繰り返しをする。

Windows 98/2000/XPもHDD丸ごとバックアップ＆リストア確認済
ＯＯＯＯＳＳＳＳののののリリリリスススストトトトアアアア

新しいハードディスクに書き戻す場合は、そそそそののののＯＯＯＯＳＳＳＳののののフフフフォォォォーーーーママママッッッットトトト形形形形式式式式ででででパパパパーーーーテテテティィィィシシシショョョョンンンンをををを作作作作成成成成ししししフフフフォォォォーーーーママママッッッットトトトししししたたたた状状状状

態態態態ででででパパパパーーーーテテテティィィィシシシショョョョンンンン・・・・ササササイイイイズズズズはははは元元元元ササササイイイイズズズズとととと同同同同ササササイイイイズズズズかかかかそそそそれれれれ以以以以上上上上大大大大ききききくくくくなななないいいいととととリリリリスススストトトトアアアア出出出出来来来来なななないいいいののののでででで注注注注意意意意。。。。

knoppix 4.0に「qtparted」があるので起動しパーティションを作成する。
「Root Shell」を起動して作業前の準備をする。

# mkdir /mnt/back

# smbmount //マシン名 or IPアドレス/フォルダ /mnt/back -o username=ユーザ名

　または

# mount -t smbfs -o username=ユーザ名 //マシン名 or IPアドレス/フォルダ /mnt/back

※ネットワーク上のWindowsマシンのフォルダに対してもマウント可能なので、予めネットワーク共有させ
ておく。

マウントの確認後、partimageを起動。

# partimage
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「Image file to create/use」にイメージ･ファイルを入力(.000の追番がある)して「Action to be
done:」の「Restore partition from an image file」を選択して「F5」キーで次へ。
イメージ･ファイルのコメント確認＆オプション設定

コメント確認後、Enterキー。オプション設定は通常デフォルトで構わないので、そのまま「F5」キーで次へ。
パーティション情報の表示
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内容確認の上、Enterキー。
リストア作業前の最終確認

作業前の最終確認したら「Yes」でEnterキー。
リストア作業中
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リストア作業終了１

Enterを押す。
複数のパーティションがある時は、この作業の繰り返しをする。

MBRのののの復復復復旧旧旧旧

Linuxの場合、リリリリスススストトトトアアアア作作作作業業業業だだだだけけけけででででははははシシシシスススステテテテムムムムはははは起起起起動動動動ししししなななないいいいののののでででで MBR(Master Boot Record)をををを復復復復旧旧旧旧ささささせせせせ

るるるる。。。。

partimageの起動
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イメージ･ファイルを入力し「Action to be done:」の「Restore an MBR from the imagefile」を選
択して「F5」キーで次へ。
MBRの復旧

左側の「Disk with the MBR to restore」にリストア先のハードディスクが、右側の「Orignal MBR
to use」にバックアップされているMBRのデータが表示されるので、間違えないようにそれぞれを選択。
「What to restore:」で MBRをリストアするので「The whole MBR」を確認後、「F5」キーで次へ。
最終確認
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再度、実行するかどうか警告が出るが「Continue」で Enterを押す。
MBRの復旧完了

復旧完了。このあとリストアしたＨＤＤで起動させる。

新規ＨＤＤの場合、ブートしない時は ddコマンドとsfdiskで作っておいたファイルを使ってリストアしてみ
る。

# dd if=/mnt/back/mbr.img of=/dev/hda　　　　　　　　　　　※ MBRのリストア

# sfdisk --force /dev/hda < /mnt/back/sfdisk.out　　　　　　※ パーティションテーブルのリストア

リリリリスススストトトトアアアア後後後後のののの設設設設定定定定

ここここのののの作作作作業業業業はははは行行行行ななななわわわわななななくくくくててててもももも良良良良いいいい場場場場合合合合ががががああああるるるる。。。。

リストアしたＨＤＤで起動させるが、リストア作業の段階で swapパーティションの作成しても良いがここで swap
領域を認識させる。

swap領域の作成と認識
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# mkswap /dev/hda2

# swapon /dev/hda2

自動認識させるため、/etc/rc.d/rc.localの行末に /etc/fstab等を参照して以下を記述。

# vi /etc/rc.d/rc.local

     swapon LABEL=SWAP-hda2 /dev/hda2

保存＆終了後、Linux再起動。


